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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、本大学として初めて発行した統合報告書2021についてご説明いたします。

プロジェクトメンバーは、知見を深めるという狙いのもと
様々な部門から終結した入職6年目から8年目の若手・中堅職員が中心となってメンバーが編成されました。

当時はコロナ禍の新しい生活様式のなか
各メンバーとも本務を動かしながら考えていくような状況でプロジェクト活動を行っていたので、
メンバー同士で対面でじっくり議論を重ねながらすすめる、ということができず、かつ、
本学初の取組みであるこのプロジェクトをどのように進めていくかを検討するところから始めました。

これら諸々（もろもろ）の状況の中で、
リーダーとしてメンバーのモチベーション維持が課題だと感じ、

チーム目標を「学外、学内、自身にも気づきがあること」として、単純に“統合報告書をつくる作業”のほかに、
このプロジェクトの取組みを通じて、“自らの知識や経験を得る機会”と捉え、プロジェクトに取り組むということで進め始めました。
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